
平成1７年度の特色について

Ａ：自然環境を生かし、親子を対象とした事業を１１回開催（うち２回は新規事業）

Ｂ：ボランティア養成の事業を２回開催（うち１回は新規事業）

Ｃ：放課後の子ども居場所づくりの事業を２回開催（新規事業）

Ｄ：施設開放の事業を２回開催

Ｅ：長期宿泊体験を主体とした事業を５回開催

Ｆ：子どものための自然体験学校（アイリーキッズスクール）を８回開催

県

　　Ａ：キャンプ研修会（５月）　・親子キャンプ（６月）　・親子カヌー教室（９月）　・自然観察会（１月）

　　Ｂ：キャンプカウンセラー養成講座（６月）　・中学生のつどい（２月）　

　　Ｃ：小学生いきいき広場（各月３回程度）・中学生いきいき広場（各月３回程度）

　　Ｄ：桜まつり（４月）　・紅葉まつり（１１月）

　　Ｅ：長期宿泊体験事業（芦原会場）（７～８月に６泊７日）　・各小学校合宿通学（４泊５日を４回）

利用状況等 　　Ｆ：アイリーキッズスクール（年８回開催で各定員４０名）

H15 H16 H17

15,663 12,857 12,043

利用者負担（施設使用料）

２６歳以上 880円 使用料金 ５時間未満 ５～１０時間 １０～１５時間

２６歳未満 530円 小会議室 ４８０円 　９００円 １５００円

高校生 390円 研修室 ６８０円 １５００円 １８００円

小・中学生 270円 体育館 ９００円 １９００円 ２５００円

設置年月日

施設の種類

職 　員　 数

福井県立芦原青年の家(1/2)

宿泊・研修施設

昭和４１年４月１日

施設管理主体

職員４人　アルバイト１人　計５人

活動実績

　カヌー・いかだ漕ぎ・魚釣りなど近くの北潟湖を利用した活動が特色で、Ａ～Ｆの主催事業
を含め、年間に約１２，０００人の方に利用していただきました。

所　 在 　地 あわら市北潟２５０-２０

主な主催事業

設置の目的
青少年を対象とした各種体験活動や研修会などを開催し、心身ともに健全な青少年
の育成を図る。

概　　　　 要
（構造、面積、主な機能）

本館（RC２階建、延面積1,０１９．０１6㎡）、　体育館（RC１階建、７０２㎡）、宿泊定員８
０名（洋室８・和室４）、研修室（２）、食堂、厨房、浴室（２）、グラウンド、キャンプ場

　　　　　　　　　　　桜まつり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学生のつどい

利用者負担(宿泊料)等

宿泊料 施設使用料

利用者数（人）

　　　　　　　　　　カヌー教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　親子キャンプ

利用状況
の推移

　平成１６年度は、あわら市がカヌーポロ世界選手権（愛知県）のキャンプ地となり、６カ国（延べ６４１人）
が芦原青年の家で合宿を行いました。
　平成１７年度においては、団体数および実研修者数では前年度を若干上回ったものの、前年度のよう
な大きなイベント的な利用団体がなかったため、延べ利用者数では約８００人減少しました。

施設利用状況の推移（人）
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行政コスト計算書（平成１７年度） バランスシート（平成１８年３月３１日現在） （単位　千円）

総額 構成比 前年比

人件費 38,644 83.1% 77.5% 前年比 前年比

退職給与引当金繰入 △ 7,740 △16.6% -

計 30,904 66.5% 63.8%

物件費 7,724 16.6% 101.0%

維持補修費 3,045 6.5% 142.4%

減価償却費 4,830 10.4% 100.0%

計 15,599 33.5% 106.7%

公債費（利子） 0 0.0% - 計 141,482 97% 計 141,482 97%

その他 8 0.0% 100.0%

計 8 0.0% 100.0%

合　　　計 46,511 100.0% 73.7%

（前年比）

収入 利用料等収入 1,110 2.4% 102.6% 102.6%

その他収入 107 0.2% 85.6% 109.5%

一般財源 45,294 97.4% 73.2% 78.7%

バランスシート、
行政コスト計算書の

特色

　北潟湖や周辺の森林など、地域の自然を生かした事業を実施します。

　施設が湖畔に位置するという立地特性を活かした体験活動を積極的に行っ
ています。

　児童・生徒ならびに青少年のボランティア育成の場として活用されています。

　坂井地区の小・中学校や教育委員会、子ども会やカヌー協会などと連携しな
がら、体験活動や研修会などを実施しています。

　中学生や周辺地域住民に体育館などを開放し、交流の場とすることにより、
地域との共生を図っています。

今後の事業
方針

取組み内容

　年間を通じ、週末や放課後における子どもの居場所づくり事業を実施します。

　放課後に小学校などに出向いて、出前講座の事業を、新たに実施します。

その他

　冬季には、オーブンを使ってのお菓子作り教室などの事業を新たに実施しま
す。

　これまで実施してきた、親子のふれあいを大切にする事業や子どもたちの放
課後の居場所づくりに対応した内容を再検討し、より一層充実した魅力あるも
のにします。

（単位　千円）

福井県立芦原青年の家(2/2)

人にかかる
コスト 有形固定

資      産
141,482 31,560

103%

-0 0

109,922

流動負債
物にかかる
コスト

-0

　特に、北潟湖でのカヌー体験を多く取り入れ、多くの人にカヌーを経験しても
らえるように努力します。

流動資産 正味資産

投 資 等 -

施設の特徴

利用者１人あたりコスト 3,862 円 

1,110,000 円 

92 円 

利用料等収入計

利用者１人あたり平均利用料

（単位　千円）

　昭和４１年に設置された施設のため、減価償却費が小さく、コストに占める人件費の割合が相対的に高くなっ
ています。
　

　教育施設として、宿泊料を低く設定しているため、コストに占める利用料金の割合は低くなっています。

借方 貸方

負　債資　産

固定負債 80%97%

利用者１人あたりのコスト負担の状況（円）
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